
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
テクニカル ブリーフ  
Cisco SAN ファブリックへスムーズに導入できる 
Dell™ PowerEdge™ M シリーズ ブレードの接続法  
― Dell 8/4Gbps FC SAN モジュールの活用 ― 
 

 

デルは、PowerEdge M1000e のお客様に「業界一のシンプルさ」をお届けするため、 
標準テクノロジーの NPIV を活用し、サーバ ブレードを Cisco コア SAN (ストレージ  
エリア ネットワーク) へスムーズに接続できるようにしました。お客様は、各サーバ  
ブレードで個別の接続を維持しながら、Cisco コア SAN にブレード エンクロージャを 
簡単迅速に導入することができます。 
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業界標準テクノロジー  
Dell PowerEdge M1000e ブレード エンクロージャを Cisco ファイバチャネル (FC) ファブリックに接続する最

も簡単な (そして最善の) 方法は、業界標準テクノロジーの N_Port ID Virtualization (NPIV) を使用することです。

NPIV は、SAN 接続をシンプルにするファイバ チャネル (FC) SAN ベースの成熟したテクノロジーで、広く普及

しており、対応するメーカも実績も豊富です。NPIV は、サーバと SAN 間の通信方式を変換することで、従来

の FC SAN スイッチにまつわる問題、たとえば、乏しい相互運用性、ドメイン数の制限、増えゆく管理の負担

などを解消します。 

標準ベース  
 NPIV は技術委員会 T11 (Technical Committee 11) / 情報技術企画国際委員会 (INCITS) が策定した標準規格

です。 

 INCITS (呼称： インサイツ) は、ANSI (米国規格協会) が公認する情報技術開発者フォーラムの 1 つです。 

成熟した技術  
 NPIV はもともと IBM が開発した技術ですが、2002 年に正式に標準化されました。IBM は、複数の Linux 

パーティションをサポートするため NPIV を IBM System z9TM

幅広い対応  

 に導入し、また、2005 年には Brocade と 
McDATA が特定のスイッチに NPIV を導入しました。現在は Cisco SAN スイッチも NPIV をサポートして

います。 

 NPIV は現在、Brocade、Qlogic、McDATA、Cisco 各社の業界標準スイッチとダイレクタで利用できます。 

 デル ブレードは、2007 年初頭から NPIV に対応しています。 

 Emulex と QLogic は、現在、仮想 FC ホスト バス アダプタ (HBA) 設計に NPIV を利用しています。 

 将来の仮想化ソフトウェア製品も、仮想マシンを SAN に接続する方法として NPIV を活用することが見込

まれています。 

実績豊富  
NPIV はデルと EMC が認定し、広くサポートしている技術です。EMC のサポート対応表『E-Labs Enterprise 
Support Matrix*』には、Dell 8/4Gbps FC SAN モジュールが接続できるデバイスを掲載しています：  

 Cisco MDS 9120 マルチレイヤ ファブリック スイッチ  
 Cisco MDS 9124 マルチレイヤ ファブリック スイッチ  
 Cisco MDS 9140 マルチレイヤ ファブリック スイッチ  
 Cisco MDS 9216 マルチレイヤ ファブリック スイッチ  
 Cisco MDS 9216A マルチレイヤ ファブリック スイッチ  
 Cisco MDS 9216i マルチレイヤ ファブリック スイッチ  
 Cisco MDS 9506 マルチレイヤ ディレクタ  
 Cisco MDS 9509 マルチレイヤ ディレクタ  
 Cisco MDS 9513 マルチレイヤ ディレクタ  

* 最新情報と詳細な構成については、次を参照してください： www.emc.com/interoperability/index.jsp  

  

http://www.emc.com/interoperability/index.jsp�
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業界随一のシンプルさ  
デルは、今日のデータセンターが抱える「複雑さゆえの悩み」を理解しており、SAN 環境へのブレード導入を

容易にするよう努力しています。そこで、Cisco SAN ファブリック向けにデルからお届けするのが、シンプルで

強力なソリューション、Dell 8/4Gbps FC SAN モジュール (以下、FC SAN モジュール) です。本製品には次の

ようなメリットがあります。 

 業界標準の NPIV テクノロジーを活用することで、SAN の相互運用性問題を回避  

 既存の SAN に M シリーズ ブレード サーバを導入するとき、スイッチ ドメインの追加は不要  

 必要に応じて拡張できる、12 ポートから 24 ポートへのアップグレード オプション  

 2 Gbps ファイバ チャネルを 4 Gbps へ、さらに、8 Gbps へと進化させられる柔軟性により、お客様の投

資を保護  

 SAN 管理の負担を増やさない、便利な自動ポート フェールオーバー/フェールバックと、デフォルトの

ポート マッピング  

 

Dell™ PowerEdge™ M シリーズ ブレードを Cisco ファブリックに 
接続する方法  
Dell 8/4Gbps FC SAN モジュールは、NPIV 対応の Cisco コア SAN ポートを通して、Cisco SAN に各サーバ ブ
レードを透過的に接続します (各サーバには、それぞれ個別の FC 接続と SAN ID が割り当てられます)。FC 
SAN モジュールは、接続したサーバとストレージ間のマッピングをそれぞれ維持しながら、各サーバ ブレード

と対応する SAN ストレージ間で I/O の連携を取ります。 

NPIV を活用する FC SAN モジュールは、少数の物理接続コンポーネント (光ケーブルとトランシーバ) でより多

くのサーバ (物理サーバ ブレードと仮想マシンの両方) がルーティングできるので、お客様に次のようなメリッ

トをもたらします。 

 シンプル化： 入り乱れるケーブルとコンポーネントが整理整頓されます。 

 コストの節約： 高額なコンポーネント数が削減できます。 

 可用性の向上： 障害が発生し得る個所を極力減らせます。 

FC SAN モジュールは、メーカ/ブランドに特化した FC SAN スイッチとして通信するのではなく、NPIV 対応の

ポート アグリゲータとして機能します。この仕組みのおかげで、従来のように「スイッチ対スイッチ」のイン

ターオペラビリティ モードを強要されることがなくなり、NPIV 対応の SAN であれば、どんな SAN でも接続で

きるようになります。 

また、通常ならスイッチ ドメイン数はファブリックあたり 30～60 ドメインに制限されますが、FC SAN モ
ジュールはスイッチとして通信しないため、事実上、このようなスイッチ ドメインの制限もなくなります。そ

の結果、物理・仮想サーバを満載したブレード エンクロージャが容易に追加でき、拡張性も高まります。つま

り、デル エンタープライズ製品のお客様は、従来の制限を気にすることなく、Cisco コア SAN 環境に導入する 
PowerEdge M1000e ブレード エンクロージャ数を安心して増やすことができます。 

さらに、従来のファブリック スイッチは、管理するドメイン数もツール数も増えていきますが、FC SAN モ
ジュールならこの心配もありません。これは、FC 接続が、Cisco コア SAN マネジメントから接続される FC 
HBA のように管理されるからです。 

詳細な手順は、付録をご覧ください。 

 

留意点  
FC SAN モジュールは、デル サーバ ブレードと Cisco コア SAN 間で強力な I/O 接続能力を発揮し、Cisco 
VSAN、ダイナミック ポート VSAN (DVPM)、MDS スイッチの VSAN 間ルーティング (IVR) 機能との互換性も

あります。ただし、下記のように、考慮の必要な Cisco 機能もあるためご注意ください。 
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 Cisco SAN OS 3.1 以降は、FC SAN モジュールが接続された Cisco スイッチ上で運用する必要があります。 

 Cisco VSAN 機能をフル活用するには、Dell FC SAN モジュール上のポート グルーピングを有効にしてく

ださい (モジュールあたり最大 8 個の VSAN をサポート)。 

 Dell FC SAN モジュールと Cisco SAN スイッチ間では、Cisco ポート チャネリングをサポートしません。 

 FC SAN モジュール上のソフトウェアをアップデートする際は、デル担当者にご相談ください。 
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まとめ  
デルは、8/4Gbps FC SAN モジュールというシンプルながら効果的なブレード ソリューションを提供している

ため、PowerEdge M1000e のお客様は、デル サーバ ブレードをスムーズに Cisco コア SAN へ接続することが

できます。 

シンプル化、コスト削減、可用性の向上を設計理念としたこの FC SAN モジュールは、デル ブレード サーバを 
SAN へ接続するのに最適なソリューションです。非常に柔軟なこの FC SAN モジュールは、データセンター リ
ソースの最適化とコンソリデーションを積極的に進めるエンタープライズのお客様向けに開発されており、次を

実現します。 

 ポートのアップグレード ライセンス オプションを通して、サーバ ブレードのファイバチャネル接続を拡

張できます。 

 ライセンス取得済みのポートは、必要なとき、必要な場所で利用できるので、柔軟性に富みます。 

 NPIV を活用すれば、様々な制限に囚われず、ブレード エンクロージャが導入できます。 
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付録： 接続手順  
Dell 8/4Gbps FC SAN モジュールを接続するには、まず、Cisco MDS スイッチ上で NPIV を有効にし、VSAN 
を NPIV 向けに構成する必要があります。Cisco スイッチ上で NPIV が有効になっているか調べるには、次を実

行してください。 

 Cisco MDS スイッチにログインし、「show run」コマンドを実行します。 

 Device Manager (デバイス マネージャ) から [Feature Control] リストを調べます。 

MDS 上で NPIV を有効にするには、以降に示すとおり、2 つの方法があります。この例では、NPIV VSAN を
「VSAN 999」としています。 

MDS スイッチ上で NPIV を有効にし、NPIV 向けに VSAN を構成する方法  
1. Cisco MDS スイッチのコマンドライン インタフェース (CLI) から、「npiv enable」を実行します。 

または、[Device Manager] の [Admin] ドロップダウン メニューから [Feature Control] を選択します。表示

された画面内から「npiv」を見つけたら、その [Action]  列で [enable] を選択し、[Apply] ボタンを押します。

これですぐに、NPIV のステータスが有効に変わります。 

2. FC SAN モジュールの外部ポート (N_Port) を、MDS スイッチのスロット 6 上にあるポート 3 に接続しま

す。MDS スイッチの [Name Server] 画面例と、FC SAN モジュールの Telnet 出力例を下図に示します。 

 

 

*  FC SAN モジュール上の外部ポート (N_Port) では、この列に、他のデバイスで表示されるような名前が表示

されません。 

* *  他のデバイスは、ポートの位置が表示されますが (fc6/3 など)、FC SAN モジュール上の外部ポート (N_Port) 
には、この情報が表示されません。 
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* * *  サーバ (F-Port、0x650001) と FC SAN モジュール (N-Port、0x650000) の両方を含む VSAN 999 内の 
FCID 値は、Dell FC SAN モジュールからレポートされる値と合致します。 
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MDS スイッチから FC SAN モジュールを接続する方法は、以降の手順に従ってください。 

 

 

3. Cisco Device Managr (DM) を開きます。このうち、ポート 6/3 (上図の赤い丸で囲んだ部分) が、NPIV 用に

構成し、FC SAN モジュールに接続する、VSAN 999 内のポートとなります。このポートは、F_Port です。 

このポートを右クリックして [Configure] を選択したら、[FLOGI] タブをクリックします (下図)。 

 

 

 
一行目に表示されているポートが、Dell 8/4Gbps FC SAN モジュール上の外部ポート (N_Port) です。この

行から、VSAN ID が 999 であることや、この FC SAN モジュールに接続されているサーバ アダプタの情

報がわかります。FlexAddress を有効にしている場合、アダプタの WWN は、FlexAddress から割り当て

られた名前が表示されます。 
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4. ここで MDS スイッチ上のポートを無効にし、FC SAN モジュール側の画面を確認します。 

 

 

 

5.  再び MDS スイッチ上の当該ポートを有効にし、FC SAN モジュール側のポート ステータスが下図のよう

に変更されることを確認します。 
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外部ポート (N_Port) がオンラインになります。 

 

 

 

FC SAN モジュールのポートがオンラインに戻ります。 

 

 

 

表示されている各 PID (0x650000、0x650001) が、FC SAN モジュールと、NPIV 用に構成した MDS 
VSAN の両方に合致していることに注意してください。 

 

  



テクニカル ブリーフ  Cisco SAN への M シリーズ接続法 

Cisco SAN ファブリックへの Dell PowerEdge M1000e 接続法 12/15 ページ 
 

Cisco Fabric Manager を使用した Dell 8/4Gbps FC SAN モジュールの確認  

 

 

ポート 6/3 (上図の赤い丸で囲んだ部分) のアイコンを右クリックし、[Device Attribute] を選択すると、このトポ

ロジ マップと同じウィンドウ内に、次の情報が表示されます。 

 

 

ここに示される FCID が、FC SAN モジュール側から見た情報と同じであることが確認できます。「ca85 fc6/3」
アイコン上にマウスをかざすと、FC SAN モジュール情報を示したボックスが現れ、同モジュールの外部ポート 
(N_Port) から接続されているデバイス情報が確認できます (下図)。FlexAddress を有効にしている場合、アダプ

タの WWN は、FlexAddress から割り当てられた名前が表示されるのでご注意ください。 
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VSAN と FC SAN モジュール   
本例で VSAN 999 を作成したときのモードは、Cisco ネイティブの VSAN モードである「デフォルト」にしま

した。FC SAN モジュールの外部ポート (N_Port) には、次の VSAN モードが接続できます。 

 デフォルト   

 Interop-1 (標準ベースのインターオペラビリティ)  

 Interop-2 (PID 0)  

 Interop-3 (PID 1)  

 Interop-4 (McDATA ネイティブ モード)  

上記のうち最初の 4 つは、Cisco Device Manager を使用して容易に構成できます。interop-4 の構成については、

『Cisco MDS Switch-to-Switch Interoperability Configuration Guide』をご参照ください。 

 

FC SAN モジュールを使った MDS ゾーニング   
本例では、Windows 2003 ホストが、NPIV VSAN 999 内で 407 GB ボリュームのフォーマットを開始しました。

このフォーマット中に作成された最初のゾーン構成は、QLogic HBA、ストレージ アレイ、FC SAN モジュール

の外部ポート (N_Port) から形成されます (下図の Cisco Fabric Manager 画面を参照)。 
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コマンドラインからも、3 つすべてのデバイスが VSAN 999 内でアクティブになっていることを確認できます。 

 

ca85# sh zones active vsan 999 
zoneset name Zoneset1 vsan 999  
zone name Zone1 vsan 999     

* fcid 0x740002 [pwwn 50:08:05:f3:00:14:82:71]   (HP アレイ)     
* fcid 0x740001 [pwwn 21:00:00:e0:8b:18:b0:39]   (Qlogic HBA)     
* fcid 0x740000 [pwwn 20:0c:00:05:1e:02:11:8a]   (FC SAN モジュールの外部 N_Port)  

 
zone name $default_zone$ vsan 999  (VSAN の許可を設定)  
 

 

ボリュームをフォーマットしている間、再度、外部の FC SAN モジュール ポート (N_Port) が構成から取り除か

れ、ゾーン設定が再アクティブ化されます。N_Port が削除されても、フォーマットが影響を受けることはあり

ません。また、FlexAddress を使用している場合、ゾーンは維持されます。 
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コマンドラインを使うと、下記のように、アクティブなゾーン セット内に QLogic HBA と HP アレイ表示され、

さらに、N_Port も下記のように表示されます。 

 

ca85# sh zones active vsan 999  
zoneset name Zoneset1 vsan 999  
zone name Zone1 vsan 999     

* fcid 0x740002 [pwwn 50:08:05:f3:00:14:82:71]   (HP アレイ)     
* fcid 0x740001 [pwwn 21:00:00:e0:8b:18:b0:39]   (QLogic HBA)  

zone name $default_zone$ vsan 999      
* fcid 0x740000   (Dell 8/4Gbps FC SAN モジュールの N_Port は「Zone1」内にない)  

 

 

「$defaul t_zone$」は、この VSAN が「許可」するよう (「拒否」ではなく) 設定されたことを示します。 
これで、デバイスが互いに認識できるようになります。 

アスタリスク (*) は、デバイスがファブリックにログインしていることを示します。 
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